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韓国農村地域における教育共同体の創造





持続可能な地域づくりが展開している．筆者らは 2009 年〜 2010 年にかけて洪東面の共同調査に参
加し，教育再生が地域再生へとつながることを学んだ．この調査を契機に日韓の研究者，実践者の継
続的な交流を行ってきた．こうした中，洪東面が農村教育共同体としての新しい段階を迎えているこ































































3 学年合わせて 84 名の小規模校である．2000 年に設立された専攻科は，2001 年から 1 期生が入学，
1 学年 15 名，2 年制であるため合わせて 30 名の定員となっている．学校設立の頃は地域の子どもが
入学して家業の農家を継いでいたが，1990 年代半ばから 2000 年の始めごろの卒業生は都市からの入





















































　　　〜交流会参加者 12名 +日本から 5名 =17 名で交流
2019 年 9月 5日 若い協業農場ジョン・ミンチョル氏（元プルム学校教師）
若い協業農場に関わる若者たち
「マウル学会」事務所　事務局スタッフ　ザン・ユリ氏












交流は，2009 年（2 回），2010 年，2011 年，2019 年の
計 5 回，洪東面の研究者，実践者が北海道を訪れた調査










の変化を 2009 年調査と 2019 年調査の内容から比較検討する．
4.1.1　2009 年度調査時の洪東小学校・洪東中学校
　2009 年の調査時，洪東小学校は，国から「田園学校」の指定を受けていた．助成金は 17 億ウォン
（実践期間 2 年間，全国で 5 ／ 90 校が選ばれた），2 年間で成果を上げ評価により継続が決まる制度
となっていた．応募と計画づくりは，学校と父母，住民の声を反映させたもので，父母の期待感は大











　生徒数は，157 名（1,2 年 2 クラス，3,4 年 1 クラス，5,6 年 2 クラス），教育目標は「①知る②分
かる③幸せ学校（地域が学校）」．2017 年に国から「革新学校」の指定を受ける．指定を受けた後，
洪東面の子どもだけでなく，広域の洪城郡からも転校してくる子どもが増えている．洪城郡の一般的
































































































































間暮らしたという．2017 年から現在の農場を借りて，ビニールハウス 2 棟で葉物野菜を栽培している．
有機農法による安心安全な野菜作りのため土壌改良などいくつものハードルがあったが，調査時は経
営が軌道に乗りつつあり，小さな 2 人の子どもを食べさせるだけの見通しがたってきたとのことだっ









































俣学」などの地元学について学習が積み重ねられたという．2017 年 1 月，地元住民に設立が正式に
提案され，全 8 回の準備委員会を持つ．オープンな学習会を開催しながら他地域の事例，記録共有
の事例，学校と地域の連携等を学び，2018 年 6 月に正式に設立となる．その際に記念討論会を開催，





勉強する」，第 2 号「村教育共同体」，第 3 号「未来の農のための土地」，第 4 号「農民と住民って，いっ
− 66 −
たい誰なんだろう」となっている．テーマは年度ごとの学習内容を反映させている．1000 〜 1500 部
発行しているが学会の予算が潤沢ではないため，執筆の謝礼は協業農場で作ったお米で払っていると
いう．この現物払いという仕組みが面白いと執筆者から評価されている．
　学会は 15 人の運営委員（内 3 名が共同運営委員長）が研究，交流，記録といった分野の活動を分
担して行っている．会員は約 150 名．新聞記者，農家，専攻科教員，プルム学校教員，忠南研究所，
道議員，住民自治委員長，高校教員（特別支援），研究者などが会員となっている．運営資金は寄付








































































Creation of an Educational Community in Rural Korea:
A Study Focusing on Changes in Education Conducted Mainly in Alternative Schools Over the Past 10 years
YOSHIOKA Akiko, KOHNO Kazue and WAKAHARA Yukinori
Abstract:  This study examines the ideal way of sustainable community development and adult and community 
education, which are themes common to Japan and South Korea. The South Korean region to be studied is 
developing sustainable community development based on the education of alternative schools. We conducted 
a joint survey from 2009 to 2010. As a result, I learned that the revitalization of education leads to the 
revitalization of the region. A joint survey was conducted again in 2019. As a result, we were able to confirm the 
following three changes in the last 10 years. First, the educational reform of public elementary schools was in 
progress. Second, a new organization was functioning to help young people continue to live in the area. Third, a 
place was created for residents to discuss the future of the region.
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